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Hierarchical top-down RST parsing based on neural networks 

文書の背後にある談話構造を木として表現する研究を紹介します。文書を段落系列と文系列で構成
された入れ子の階層構造としてとらえ、それぞれの階層での修辞構造をニューラルネットを用いて推
定します。そして、それらをつなぎ合わせることで文書全体をあらわす修辞構造木を構築します。

段落、文系列を独立かつ再帰的に二分割することで木を構築するため、並列化が容易であり長い文
書であっても高速に動作することが期待できます。ニューラルネットを用いてテキストデータを自動的
に特徴ベクトルに変換するため、人手で複雑な特徴を考える必要がありません。

自然言語処理技術は「文」だけではなく「文章」も処理対象として扱う必要があります。例えば、文書を
翻訳する際には文脈に応じて適切な訳語を選ぶ、要約する場合には原文書の話題の一貫性を損な
わぬようにすることが重要です。本研究はこうした自然言語処理の基盤として必要不可欠です。

文や段落の修飾関係を賢く判断
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系列を二分割することで上から木を構築
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文11：7日未明には30cmの積雪を記録。

文13：気温は氷点下10度まで下がった。

文12：電車は運行の中止を検討。

文14：路面凍結による事故が多発。

文15：各大学は入試の開始時間を遅延。

文16：混乱なく試験は終わった。
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テキスト系列の分割によるトップダウンパージング

・文書は段落の系列

・段落は文の系列
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→段落を葉とする木を構築

→文を葉とする木を構築
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段落１ 段落2 段落3 段落４

修辞構造木

修辞構造木の構築

段落を葉とする木と文を葉とする木を結合

木の形 ＋主/従ラベル ＋関係ラベル

提案法 72.0 58.6 46.7

提案法
階層化なし

66.5 53.4 43.3

従来法 68.6 55.9 45.8

Human 78.3 66.8 57.1

修辞構造解析のベンチマークセットによる評価結果

入れ子の階層構造

Bracket F値: 正解の修辞構造木との一致の割合

赤字：関係ラベル


